行っちゃったね……」ジェフが、ぼくに近づいてきた。
ボクは、ここにしばらく残って、博士……いや、パパの研究を手伝うことにするよ。ネス、
キミたちといっしょにいられて、本当に楽しかったよ。ボクが勉強してきたことが、こんな
に役立つとは思わなかったよ。また、なにかあったら呼んでくれよ
「うん、もちろんだよ、ジェフ。……それじゃ、また会おう、約束だよ
ぼくは、ジェフに別れを告げると、ポーラの方を振り向いた。
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と-。それまで、戦いを傍観していただけだったポーキーが、ゆっくりと動きはじめた。
「ギーグは、もうダメだな……戦う意志を、ほとんどなくしているんだ……」
ポーキーは、何をするのかとながめているぼくたちの前で、ギーグの体の中心部、目玉の
ような場所に手を触れる。
とたんにギーグの体がぐにゃりと歪んだ。脳ミソのような形をしていながらも、規則的だ
ったギーグの体が、アメーバのようにぐねぐねと変化をはじめる。
「あっはっは。ギーグの精神を統括していた悪魔のスイッチを切ってやった!これでギー
グは考えることができなくなったってわけだ。もうギーグは、スイッチを切った人間、つま
り、オレの思いどおりにしか動けない。あーつはつはは……

